
2024年冬号④

原田たかし活動報告

　大分県議会では必要に応じて協議又は調
整を行う場として政策検討協議会が設置さ
れ、議員提案による条例制定、政策立案・
提言及び県議会の諸課題等について議論し
ています。会員は定数（10名）に応じて各
会派から参加し、通例、副議長が会長の任
を担います。
　今回は、県民クラブからは高橋肇議員（臼
杵市選出）と私が選出され、会員互選の結果、
私は副会長に就きました。
　全議員から募った検討項目から、最初の
会議で今年度の協議内容を決定。今回は、
アドベンチャーツーリズム条例（仮称）の
制定に向けての協議を主課題とし、政務活
動費に関わる秘書の雇用範囲や電気自動車
の旅費算出方法等について議論することと
なりました。

　アドベンチャーツーリズムとは、「アク
ティビティ、自然、文化体験の3要素のうち、
2つ以上で構成される旅行」と定義されてい
ます。アドベンチャーツーリズム旅行者の
特徴として、富裕層の割合が高く、平均で
14日間の長期滞在と報告されています。
　また、アウトドアギア（用具や装備）に
もこだわる層が多いことから、経済波及効
果が高いそうです。主要地域の北米・欧州・
南米では、消費額のみで推計6830億ドル
（76兆円）の経済効果があるとされてます。
※社団法人日本アドベンチャーツーリズム協議会のＨ
Ｐを参考にさせていただきました。

　今まで、「有名な名所を巡り、お土産を買
う」ことが観光旅行と考えていた私にとって、
最初にアドベンチャーツーリズムの話を聞い
たときには、このようなツアーが観光商品と
して成り立つのかと思ってしまいました。
　政策検討協議会では、10月19日㈭～ 21日

㈯ にかけ調査として、
北海道の釧路の森林をト
レッキングするアドベン
チャーツーリズムを実際
に体験しました。
　実は、参加する前に熊
のことが心配でした。
OSO18と呼ばれた肉食性
のヒグマが出没していた
のが釧路だったからです。
（OSO18は７月に捕獲さ

れています）
　さらに、北海道のヒグマ、本州や四国のツ
キノワグマの出没情報が報道されていますか
ら、ヒグマの生息地である北海道釧路の森林
でのトレッキング
は心配でした。し
かし、事前のレク
チャーで釧路の森
の歴史やヒグマに
出会ったときの対
処についての話を
聞き、充分な安全対策ができていることもわ
かりましたし、私たちがヒグマの領域に足を
踏み込んでいることを自覚し、謙虚な気持ち
で抗うのではなく共生していくことが重要な

んだと理解しました。
　トレッキングでは、
樹木の名前を教えて
もらい、キツツキの
巣穴やエゾマツに残
るヒグマの爪痕を観

察し、自然に湧き出ている温泉の硫黄の匂い
を感じました。小雨の中のトレッキングでし
たがそれも自然なんだと感じた体験でした。
　途中、倒木に腰掛
け、ガイドさんが用
意してくれていた
コーヒーをいただき
ました。温かくとて
も美味しいコーヒー
を飲みながら、この
ような専門家ガイド
によるトレッキング
も観光商品になるの
だなあと思いました。

　翌日には、オジロワシ
やシマフクロウなどの希
少生物の治療や保護、野
生復帰に取り組んでいる
釧路湿原野生動物保護セ
ンターを訪ね、お話をお
聞きしました。

　今回、とても貴重な体験の中で、ガイドさ
んの「アドベンチャーツーリズムの限りない
可能性があるのは九州です」という言葉が心
に残っています。自然が残る九州での観光の
さらなるあり方を変えるのは、このアドベン
チャーツーリズムなのかもしれないと感じた
調査でした。

アドベンチャーツーリズムを体験


